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概　要
　聾学校の小学部日本手話クラスを対象に「看図作文」の授業実践を行い分析した。このクラスは， 3 ・ 4 ・ 5 年生各 1 名，
合計 3 名で編成されている。日本手話クラスの児童は，日常的に視覚言語である日本手話を用いてコミュニケーションを
図っている。児童のもつ見る力を生かしながら授業を行い，聾学校の児童の課題である書記日本語の習得を目的とした実
践の報告である。
　　キーワード：看図作文　国語科　日本手話　聴覚障害　書記日本語
Ⅰ．目的
　現在，北海道札幌聾学校の小学部日本手話クラスに
在籍する児童は，日本手話を第一言語とし，就学と同
時に第二言語である書記日本語の学習を始めた。今年
度より，日本語の力を伸長するための取り組みの 1 つ
に看図作文を位置づけた。日本手話クラスには，手話
で自由に話し合うことができる環境がある。そのた
め，看図作文を取り入れることで協同学習が促され学
び合いながら日本語の習得を目指すことができると考
えた。本研究では，聾学校「日本手話クラス」の小学
部 3 ・ 4 ・ 5 年生で行った授業について報告，考察する。
＊北海道札幌聾学校
＊＊福岡女学院大学
Ⅱ．方法
実践形態と内容
　今年（2016）度，日本手話クラスでは，国語科の指
導時間のうち週 1 時間を日本語に特化した指導にあて
ている。今回は，この日本語に特化した指導の時間の
実践として「看図作文」を行った。
　実践についてはビデオで記録した。授業記録から，
児童の反応や特徴が見られた場面，協同学習が成立し
た場面，日本語習得にかかわる指導の場面等を抽出す
る。それらの分析を通し，聴覚に障害のある児童への
看図作文の有用性について考察していく。
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学習者ならびに授業者
　学習者は聾学校小学部の日本手話クラス 3 年
生 1 名，4 年生 1 名，5 年生 1 名の合計 3 名である。
クラスはこの 3 名で構成されている。
　Ａ児（小 5 ）感音性難聴：両親，姉，兄も聾者のデ
フファミリー。
　Ｂ児（小 4 ） 感音性難聴：両親は聴者， 兄と弟が聾
者。
　Ｃ児（小 3 ）感音性難聴：両親，兄，弟は聴者。
　授業者は，メインティーチャー（MT）が本論文の
第 1 筆者増谷で，サブティーチャー（ST）が阿部で
ある。
倫理的配慮
　本研究は，福岡女学院大学研究倫理委員会の承認を
得ている。研究を行うにあたって，以下の事項につい
て保護者から文書によって承諾を得ている。
　授業のビデオ撮影を行うこと，映像や提出物等を論
文に掲載することがある。日本手話では表情も言語要
素になるため論文に写真を掲載する場合はモザイク処
理を行わないこと。
　なお，論文に掲載する写真は保護者に見てもらい，
再度掲載の承諾を得ている。
　
Ⅲ．授業の実際
Ⅲ－1　単元の説明と今回授業実施までの経緯
　本単元では，看図作文による指導を行う。看図作文
は中国で行われている作文指導法である。本研究で活
用している看図作文は鹿内（2010，2014）が中国の看
図作文も参考にして考案した「新しい看図作文」であ
る。以下において「看図作文」と表記した場合はこの
「新しい看図作文」を意味する。看図作文では，「変換」
という，絵からことばに変えていく活動，「要素関連
づけ」という，絵図中の要素と要素を関連させていく
活動，「外挿」という，描かれていることを超えて推
測したり発展させたりして考える活動の 3 つを行って
いく。絵を見て話し合う，話し合ったことを作文にし
ていくという活動は，見る力に優れた日本手話グルー
プの児童に合った作文の指導方法であると考える。
　学習指導要領「A話すこと・聞くこと」の言語活
動例には，「図表や絵，写真などから読み取ったこと
を基に話したり，聞いたりすること。」と示されてい
る。看図作文の授業では，絵を見て読み取ったことを
友達と日本手話で交流し，自分の考えを伝えたり友達
の考えを受け入れたりしながら学習を進めていく。そ
して友達の考えと自分の考えを整理しながら，自分で
物語を作り作文にしていく。児童が物語を作るときに
は，初めに手話で語る。教師は，それをタブレットで
撮影する。児童はその動画を見ながら作文を書いてい
く。動画を見ながら日本手話から書記日本語に翻訳す
ることで，作文に書く内容が減ってしまわないように
授業者は配慮していく。また，3 ・ 4 年生に関しては
「C書くこと」の指導事項について，身近なこと，想
像したことなどを基に，詩をつくったり，物語を書い
たりする言語活動を通して書く力を身につけていくこ
とが求められている。看図作文では，児童は楽しみな
がら物語を作り，それを文章にしていくことで書く力
を身につけられる。このため 3 ・ 4 年生については学
習指導要領に記載されている「指導事項」を達成でき
ると考える。 5 年生では，中学年までの詩や物語を創
作する活動を受け，短歌や俳句・随筆を書く活動が求
められている。そのため本時の物語を創作し文章にし
ていく活動を通して文章の表現について学び，今後の
活動に繋げていくことができると考えられる。
　本単元は，6 時限配当である。 1 ・ 2 時限目は 2 ～ 5 
年生の児童 5 名を 1 クラスとして「ラーメン・カレー」
の絵図を用いて授業を行った。この絵図は鹿内 （2010）
より選定した。 3 ・ 4 年生の児童は，昨年度も看図
作文の授業を体験している。絵を見て書く学習をす
ることを伝えると， 「前も絵を見て勉強したことあ
る。」「絵を見て作文書いたよね。」 等の発言をしてい
た。 3 ・ 4 年生は，昨年度の学習とそのときに使用し
た絵図も覚えていた。他の学年の児童も，「何の絵だ
ろう」と興味を示していた。実際に絵図を提示すると，
「ラーメンの絵がある。」「カレーがある。」「ここは幼
稚部じゃない？」「時間割が貼ってあるから小学部だ
と思う。」などそれぞれが思ったことを発表し始めた。
物語を作って発表するときには，絵に描かれているこ
とだけを発表する児童が多かったが，積極的に手を挙
げ物語を発表する様子も見られた。実際に作文に書く
ときには，児童が自分自身でタブレットを操作し，日
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本手話から日本語へ翻訳を行っていった。自力で書い
た作文は日本語の間違いや，日本語がわからないた
めとばして書いている部分も多いが，1 ・ 2 時限目は，
児童の作文を書き上げたという達成感を大切にしたい
と考え，添削を行わず，友達の作文を見て交流を行っ
た。友達から感想を言ってもらい嬉しそうにする姿が
見られた。また，「今回は短かったけれど次は長く書
いてみたい。」と言う児童もいた。しかし，児童の中
には「正しい文が書けるようになりたい。」という気
持ちがあるため，間違えている文に関しては正しい文
に書き直させ，正しい文を覚えていくということが大
切であったと担当者で反省を行った。
　 3 ・ 4 時限目は「マイマイ」の絵図を用いて授業
を行った。これも鹿内（2010）より選定した。 3 ・ 4 時
限目からは児童の実態を考え，2 年生クラスと 3 ～
 5 年生クラスに分けて授業を行うこととした。 3 ～
 5 年生クラスの授業では学習者間の実態に大きな差が
なくなり話し合いが盛んに行われた。しかし，話し合
いの中で児童の意見が分かれた場合，どのような場面
でそれぞれの考えを尊重し，どのような場面で話し
合って 1 つの考えに統一していくのかということを授
業者側が考えていなかった。そのため，児童に「考え
を 1 つにまとめて発表してください。」と伝え話し合
いを続けたが，なかなか考えが統一されなかった。最
後には納得して考えを変えたのではなく，1 つの考え
にしなければいけないから友達の考えでいいという結
論になってしまった。しかし，物語を作る活動では，
前回の反省を受けて絵の前と後の様子も考えられるよ
うに発問を工夫した。そのため，児童全員が絵の前に
起こったこと，絵に描かれていること，絵の後のこと
を想像して物語を作ることができた。
　以上の 1 ～ 4 時限の実践や反省を生かし，児童それ
ぞれの考えを尊重したり，友達の考えの良いところに
気付いていけるような授業を展開していく。物語を書
く時間には，日本手話による自らの「語り」動画を見
ながら翻訳させる。その際，わからない日本語は確認
し覚えていくようにしたり，今まで学んできた，会話
文の書き方などの作文の書き方についても確認しなが
ら進めていく。これらのことにより，書記日本語の習
得を支援していく。
Ⅲ－2 　北海道札幌聾学校日本手話グループ研究課題
との関連
　北海道札幌聾学校日本手話グループでは，今年
（2016）度から第一言語（日本手話）と第二言語（書
記日本語）を育てる研究に取り組んでいる。
　 1 つ目の言語である日本手話を学びながら身につけ
た「言語能力」をもとに，2 つ目の言語である書記日
本語を習得することが可能であると考え，実践を行っ
ている。日本手話の語彙を増やし，文法理解を深めて
あげれば，日本手話で豊かに思考したり，理解する力
を育むことができる。子どもにとっての第一言語であ
る日本手話の能力を高めてあげれば，日本手話を用い
た，書記日本語の語彙・文法的な指導が行いやすくな
る。
　しかし，日本手話と書記日本語は，別の言語である
ため，日本手話の力が伸びれば自然に書記日本語が習
得できるわけではない。日本手話で思考したことを書
記日本語に翻訳するための指導も必要となる。
　筆者らは，第一言語である日本手話の力を伸ばすと
ともに，第二言語である書記日本語の力も伸ばすこと
を目的とした実践の 1 つとして，看図作文を取り入れ
た授業を行っている。看図作文を用いて絵を見て日本
手話でイメージをふくらませる，そしてイメージした
ものを日本語で書くという活動を通して，負担なく，
日本手話から書記日本語への翻訳の力を身につけるこ
とができると考えている。
Ⅲ－3　学習指導案
　 3 学年にわたる異学年児童で 1 クラスを編成してい
るが，各学年の学習指導要領に準拠して学習指導案を
作成し，授業を実施した。学習指導案を以下に載せて
おく。
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Ⅳ．結果と考察
　次の 3 点について今回の実践の結果を報告してい
く。
 1 ．協同学習の成立
 2 ．日本語の習得にかかわる場面の学び合い
 3 ．看図作文授業によって産出された物語作文
　これらをプロセスレコードと照らし合わせて順番に
紹介していく。
プロセスレコードの表記法について
　本時の学習は全て日本手話で行われている。このた
め日本手話の日本語表記については田中 ・ 鹿内（2016）
を一部改訂した次の表記法を採用した。
Ⅳ－1　協同学習の成立
　Ａ児は，学習指導案中の「指示 1 」による活動にお
いては絵に描かれている物の名前を列挙しているだけ
であった。また学習指導案中の「指示 2 」の「友達と
の交流」の際にも盆踊りの子どもたちの様子について
は発表していない。しかし，友達が絵図中の怪訝そう
な表情の男の子に注目し「こちょこちょやめて」や
「ちょっかいやめて」という発表をしたのに対し「面
白い」という発言をしている。さらに，後掲する作文
の中で盆踊りの子どもたちの様子と会話を取り入れて
いる。
　このことから，友達の意見を取り入れながら学習課
題に迫る協同学習が成立していたと考えられる。
図 1 
? ? ?????????
?? ? ? ?????????
????? ? ?????????
????? ? ????????
pt ??????????????????????????pt1? ??
?? pt2? ???? pt3? ???????? 
nod ??
写真 1 
写真 2 
105
聾学校小学部での看図作文の実践
????????
???
?? ?? ?? ??
14:59 ????????????
??nod????????
?
????????????
?nod 
FS??????B?pt2??
??????nod????
???????????
??nod 
???????nod 
???????nod 
A??? 
?A??????????
???
????nod 
???????nod 
??????nod 
???nod?CL?????
????????nod 
???pt2??????
????????
??????????
????????A? ?
???????
???pt3?nod???
??????nod 
???????nod 
???????????
???????
???????????
??????nod 
??????????
??????????
?????
??????nod???
??????????
??nod 
??
B? ????????
??nod 
??pt3??????
?
?B????????
??????????
??????
?????
106
増　谷　　　梓・阿　部　ゆかり・手　塚　清　貴・田　中　瑞　穂・鹿　内　信　善
Ⅳ－2　日本語の習得に関わる場面の学び合い
会話文の書き方
 「楽しい」と「楽しそう」の使い分け
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　本時の学習では，リスと女の子の会話文を取り入れ
ることを 1 つのねらいとした。会話文を書く活動の際，
授業者としてはカギ括弧を使い会話文と地の文を分け
て書くことをねらっていた。そこにＣ児が「カギ括弧
には話したことを書き， 『～と言いました』はカギ括
弧の横に書く」ということを発言した。Ｂ児の発言を
受け，自分の知っていることを発表したいという気持
ちがＣ児の発言となった。そしてＣ児の発言がさらに
他の児童の学びに繋がった。
　また，実際に会話文を書いた際にはＡ児が「楽しそ
う」を「楽しいそう」と間違えて記入した。それに対
し授業者は楽しいを「楽しい／」，楽しそうを「楽し
い／（指さし）」で手話表現し， 「『楽しい／（指さし）』
では，『い』を消して『そう』を付ける」ということ
を指導した。別の言葉でも応用できるように，「おい
しい」という言葉をつかい「『おいしい／（指さし）』
ではどのようになるか」と尋ねたところ，Ａ児とＣ児
は指文字で「おいしそう」と答えた。このことから，
A児の間違えが B児や C児の学びにも繋がったと考
えられる。
Ⅳ－3　学習者作文
　以下の写真 7 ・ 8 は手話で発表したものをタブレッ
トで撮影し，それを基に作文を書いていく様子である。
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Ⅴ．実践の評価と今後の課題
Ⅴ－1　学習者の感想（学習者による評価）
　授業者が本時の学習の終了時にこれで看図作文の学
習は一旦終了すると伝えると，児童は「嫌だ」「もっ
とやりたい」など看図作文を用いた先行研究と同様の
反応が見られた。また，「春・夏・秋・冬の絵でする
といいと思う。次はプールの絵はどうか。」という発
言もあった。作文を書くことを苦手とする児童たちに
とっても「看図作文」による指導を行うことで，児童
の中に書きたいという意欲が生まれる。第二言語とし
て書記日本語を学ぶ児童にとって，「看図作文」は楽
しく書く活動に取り組むことができる方法であること
が示唆された。
本実践の発展
　本研究では，小学部日本手話グループにおける看図
作文による日本語指導の実践を報告・分析した。ビ
ジュアルリテラシーに優れた児童に適した手法である
こと，日本手話で円滑なやりとりができることに加え，
共通の絵図を通して子ども同士の協同学習がより効果
的になることについて示唆を得ることができた。特に，
書記日本語を第二言語とする児童にとって，意欲的に
学習に参加し，日本語の力を育むことができる教材で
あることが示された。
　今後は他教科・他領域の学習場面においても，この
看図作文やその発展である看図アプローチの手法を用
いた実践を積み重ね，聴覚障害児の言語活動を充実さ
せる授業方法を蓄積していきたい。
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